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甲“い器且唖殿張塔

1 ,自然を尼いせつにし､美しいまちをつくりましょう

1 きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

1 礼儀を正しくし､うる詞,”る識ﾌくりましょう

1 元気で|動き､豊かなまちをつくりましょう
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鶴

な
田は、地元の落合悟さんが開放。子供た

ちは、上手な田植えのしかたや、秋の収穫

までの話を熱心に聞きいっていました。

同少年団では、秋の刈り取り作業を予定

し､全員で新米を味わうことになっています。

島名スポーツ少年団島名中央チームのメン

バー32人と、父母7人が田植えをしました。

このスポーツ少年団は、小学3年から6

年生を対象とする地域結成の少年野球チー

ムです。 日ご､ろ野球で鍛えられているので、
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振興部会長

佐藤敏雄

烏名

(選 挙）

会 長

下山田一郎

下手綱

(選任＝議会）

会長代理

柴田正巳
石滝

(選 挙）

振興副部会長

鈴木 栄

赤浜

(選 挙）

会長代理

菊地茂明

中戸川

(選 挙）
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任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙
は
、
四
月
十
日
に
告
示
さ
》

一
れ
、
四
月
二
十
日
、
市
内
七
か
所
の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
、
十
六
人
の
公
や

一
選
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
農
協
椎
せ
ん
委
員
一
人
と
、
議
会
推
せ
ん
委
員
五
人
が
市
長
か
ら
一

一
選
任
さ
れ
、
今
後
、
三
年
間
農
業
者
の
代
表
と
し
て
、
市
の
農
業
行
政
の
中
心
《

》
的
役
割
を
果
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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宗司

山

挙）

松本 基

下君田

(選 挙）

下山田

秋

（選

十
岬
へ
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イ
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‐

ヨ
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吉
貢
Ｆ
ｉ

《
） (選 挙）

大部昭雄

秋山

(選 挙）
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号
戸
挙

安島松夫

安良川

(選 挙）

作山 傅

上手綱

(選任＝農協）

福
高
躍

譲鰯
驚

鳶
鷺

大高一雄

安良川

(選任＝議会）

大高兵蔵

上手綱

(選 挙）

佐川安応

大能

選任＝議会）

寺岡七郎

肥前町

(選任＝議会）
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馨佐川斉藤勝美

下手綱

(選 挙）

神代哲男

上手綱

(選 挙）

鈴木好之

島名

(選任＝議会）

坂本

秋

（選

孝太郎

山

挙）

上君田

(選 挙

農
業
委
員
会
は
、
農
業
、
農
業
者
の

利
益
代
表
機
関
と
し
て
、
農
業
構
造
政

策
の
積
極
的
な
推
進
を
図
り
な
が
ら
、

次
の
よ
う
な
業
務
を
行
い
ま
す
。

○
農
地
な
ど
の
利
用
関
係
の
調
整
、

お
よ
び
自
作
農
創
設
維
持

○
農
地
な
ど
の
交
換
分
合

○
農
地
な
ど
の
利
用
関
係
の
あ
っ
せ

ん
お
よ
び
争
議
の
防
止

○
農
業
振
興
計
画
の
樹
立
お
よ
び
実

施
の
推
進

○
農
業
経
営
の
合
理
化
お
よ
び
農
民

生
活
の
改
善

○
行
政
庁
に
対
す
る
建
議
お
よ
び
諮

問
に
対
す
る
答
申

○
農
地
流
動
化
の
促
進

以
上
が
法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
る
主

な
業
務
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
農
業
者
年

金
業
務
や
、
最
近
の
農
村
事
情
を
ふ
ま

え
た
な
か
で
、
農
業
後
継
者
対
策
事
業

を
取
り
上
げ
、
結
婚
相
談
貝
制
度
に
よ

る
後
継
者
の
育
成
確
保
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
地
三
法
の
適
正
連
用
に
よ

る
農
地
の
移
動
集
積
を
図
り
な
か
ら

土
地
と
人
の
対
策
を
具
体
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

農業委員会の

仕事は
と

撰
後継者

-結婚ホ
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〃
救
育
マ
マ
〃
の
対
句
（
つ
い
く
）

の
よ
う
に
、
岐
近
は
〃
キ
ッ
チ
ン
・
パ

パ
〃
と
い
う
呼
び
方
を
、
新
聞
、
雑
誌

な
ど
で
よ
く
目
に
し
ま
す
。
男
性
の
た

め
の
料
理
教
室
が
開
か
れ
、
そ
れ
か
す

ぐ
定
貝
い
つ
ぱ
い
に
な
る
と
い
う
人
気

ぶ
り
。
妊
産
婦
の
た
め
の
育
児
講
習
会

に
は
「
ご
主
人
も
ぜ
ひ
ご
い
っ
し
ょ
に

出
席
を
」
と
、
案
内
状
に
書
き
添
え
ら

れ
た
り
…
…
。

こ
う
し
た
話
迦
を
耳
に
Ｌ
目
に
す
る

吉
田
秀
吉
さ
ん
（
七
十
四
歳
）
Ⅱ
高

戸
二
○
五
Ⅱ
は
、
地
方
自
治
の
伸
展
と

市
政
の
向
上
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の

功
績
に
よ
り
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
け
ま

し
た
。

G

地
方
自
治
発
展
に
尽
力

涛
領
龍

の
勲四等瑞宝章の

吉田秀吉さん

I

め
吉
田
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年
四
月

松
岡
町
議
会
に
当
選
以
来
、
現
在
の
市

議
会
議
員
に
至
る
三
十
年
余
に
わ
た
り

豊
か
な
政
泊
経
験
と
、
卓
越
し
た
激
兄

怖
熱
、
実
行
力
を
も
っ
て
議
会
柄
勤
に

日
夜
横
極
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
間
、
議
長
五
期
、
建
設
委
員
長

五
期
、
総
務
委
員
長
一
期
な
ど
の
重
責

を
歴
任
、
市
政
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
九
年
の
町
村
合
併
に
は
、

日
夜
奔
走
さ
れ
、
市
制
の
実
現
に
努
力
。

市
の
誕
生
と
同
時
に
、
小
・
中
学
校
の

統
廃
合
の
問
題
な
ど
に
取
り
組
ま
凡
、

と
、
家
庭
に
お
け
る
男
性
の
役
割
が
次

第
に
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
感
じ

ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
白
書
は
「
家
庭

観
」
の
変
化
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

指
迪
を
し
て
い
ま
す
。

夫
は
外
で
例
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る

と
い
う
「
夫
婦
役
割
分
担
型
」
の
考
え
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で
異
な
る
役
割
を
担
う
と
い
う
考
え
方

に
否
定
的
な
人
が
多
く
、
賛
成
と
答
、
夏

た
人
は
わ
ず
か
二
割
以
下
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
に
家
庭
観
が
変
わ
っ
て
き

た
背
景
に
は
、
職
業
人
と
し
て
、
立
し

よ
う
と
す
る
女
性
が
恥
え
て
き
た
こ
と

東
小
学
校
の
建
設
に
尽
力
、
救
育
行
政

の
進
腱
に
も
尽
く
さ
れ
た
。

さ
ら
に
東
西
に
二
分
さ
れ
た
市
街
地

を
一
つ
に
結
ぶ
陸
橋
建
設
の
実
現
の
た

め
県
、
国
鉄
、
建
設
省
な
ど
に
積
極
的

に
働
き
か
け
早
期
完
成
を
み
る
こ
と
力争も

で
き
た
。

ま
た
、
「
花
貰
ダ
ム
」
を
実
現
さ
せ

上
水
道
の
普
及
と
工
業
用
水
の
確
保
は
、

松
久
保
、
手
綱
工
業
団
地
造
成
へ
と
向

け
ら
れ
、
新
し
い
工
業
郁
巾
へ
の
堆
礎

つ
く
り
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
た
。

広
域
行
政
で
は
、
十
王
町
と
の
訓
悠

を
図
り
な
が
ら
「
花
貫
衛
生
セ
ン
タ
ー
」

の
実
現
に
も
尽
力
さ
れ
た
。

現
在
は
、
住
宅
公
社
副
理
事
長
、
総

合
振
興
審
議
会
会
長
、
都
市
計
画
審
議

会
会
長
な
ど
の
公
職
も
雑
ね
、
巾
の
発

展
の
た
め
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

〃
に
つ
い
て
、
十
年
前
に
は
、
男
性
・

女
性
と
も
に
約
半
数
の
人
が
賛
成
と
答

え
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
、
約
三
割

と
大
き
く
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
大
学
卒
の
女
性
や
勤
め

に
出
て
い
る
女
性
に
は
、
夫
婦
が
家
庭

か
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
結
婚
は
、
〃
永

云
Ｌ

久
就
職
〃
で
、
会
社
勤
め
は
そ
れ
ま
で
》
Ｌ

の
一
時
待
機
、
あ
る
い
は
人
生
経
験
の
つに

一
つ
で
あ
る
、
と
考
え
る
女
性
が
減
っ
方

て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
半
面
、
結
婚
、
え名

出
産
を
機
会
に
仕
事
を
や
め
て
主
婦
業
う

に
専
念
す
る
の
で
な
く
、
職
業
を
一
生
部
一

の
も
の
と
し
て
考
え
る
女
性
が
多
く
な
る

っ
て
き
て
い
ま
す
。
義

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
男
は
仕
事
、
壼

女
は
家
庭
’
し
｜
い
《
美
婦
恩
割
妙
蓉‘訳

担
が
理
想
的
だ
と
す
る
考
え
方
は
後
退
詞

し
、
「
女
性
も
一
職
業
人
と
し
て
外
で
化
き

働
き
、
家
庭
は
夫
と
と
も
に
築
く
と
い
変
働

う
夫
婦
共
同
型
の
家
庭
組
」
が
新
た
に
釦
痙

生
ま
れ
つ
つ
あ
る
、
と
、
書
は
述
べ
て
雫
却

い
士
よ
手
９
．

と
く
に
、
子
供
に
対
す
る
情
熱
が
う

秋
山
俊
子
さ
ん
（
七
十
歳
）
Ⅱ
秋
山
か
が
え
、
全
身
不
随
の
子
を
預
か
る
な

七
一
二
Ⅱ
は
、
禍
祉
の
厚
生
、
援
護
に
ど
、
不
幸
な
子
供
達
へ
の
憐
燗
の
情
と

献
身
的
に
努
力
、
貢
献
さ
れ
、
そ
の
功
績
子
供
を
い
つ
く
し
む
情
愛
で
、
児
童
桶

に
よ
り
、
勲
六
等
宝
冠
章
を
受
け
ま
し
た
。
祉
の
た
め
の
更
生
、
擬
謹
に
献
身
的
に

秋
山
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
十
二
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

月
か
ら
二
十
五
年
十
一
月
と
、
昭
和
三
昭
和
四
十
年
三
月
に
日
立
乳
児
院
の

十
四
年
十
二
月
か
ら
四
十
六
年
十
一
月
院
長
と
な
り
、
翌
月
の
四
月
一
日
同
仁

ま
で
の
十
四
年
の
永
き
に
わ
た
り
県
の
会
乳
児
院
と
名
称
を
改
名
。
そ
し
て
、

民
生
・
児
童
委
員
と
な
り
、
社
会
福
祉
昭
和
五
十
一
年
四
月
か
ら
、
現
在
の
市

に
貢
献
さ
れ
た
。
内
秋
山
に
建
設
さ
れ
た
日
立
乳
児
院
の

そ
の
か
た
わ
ら
、
児
童
問
題
に
取
り
組
院
長
と
し
て
活
蹄
さ
れ
て
い
る
。

福
祉
事
業
に
貢
献

ー
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勲六等宝冠章の

秋山俊子さん

ま
れ
、
昭
和
二
十
五
年
七
月
一
日
認
可

施
設
の
恩
賜
財
団
茨
城
県
同
胞
援
護
会

日
立
支
会
乳
児
慨
り
所
に
勤
め
、
二
十

七
年
一
月
所
長
代
理
と
な
る
。

ま
た
、
施
設
を
独
立
法
人
に
す
る
た

め
積
極
的
に
努
力
さ
れ
、
同
年
二
月
に

日
立
乳
児
院
と
名
称
が
改
め
ら
れ
た
。

と
く
に
、
子
供
に
対
す
る
情
熱
が
う

か
が
え
、
全
身
不
随
の
子
を
預
か
る
な

ど
、
不
幸
な
子
供
達
へ
の
憐
燗
の
情
と

子
供
を
い
つ
く
し
む
情
愛
で
、
児
童
桶

祉
の
た
め
の
更
生
、
擬
謹
に
献
身
的
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
年
三
月
に
日
立
乳
児
院
の

院
長
と
な
り
、
翌
月
の
四
月
一
日
同
仁

会
乳
児
淀
と
名
称
を
旋
名
『
》
そ
一
て
、

あなたはと．う思います力
単位：％）

性吹子大卒者|女子勤労者
5# !7 1 ;4｢Irrn

や~区立禺性女 性吹子大卒者|女子勤労者
項目"査里‘『 | ;'"'# #7 1 '4rmrrm
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

賛 成 52.3 35.1 48.8 29.1 34.9 19,0 33.9 18.4
与哩澱捕』又 31 .5 40,5 34.4 41 .0 41 .2 42.7 40.3 392
雫芝瀞ﾉふ､l 6.3 13.4 7.6 18.3 13,4 22,2 13.9 27.2
反 対 2．4 4．0 2.6 4．5 5.1 7.9 4．5 8.0
分からない 7．5 7.0 6.6 7.1 5.4 81 75 7 1

１５３０１
９１８４７２４１

４１４２９
４１３５５３４１

１９２７０
９２２７８２４１

３Ｆ０ＦＪＯｄｎＪｑ

ｊ庁宝〃ｊｎＵｎＪ，
句Ｊ１詮も１

４２２０１
７８７９８２３１

<注> IILII合五入の関係で､合計は100にならな､
<査料＞経済企画庁｢昭禾1156年版国j入と4k活白雪」

(3)



生
公はぎ第267号か

伺
牙
進
城
世
〆

た
し
か
し
、

§幸一
洞
、
え
か
争
い
ゴ
ミ

１日
さ
れ
た
ゴ
、
、

５月
が
あ
り
、
ゴ

軒
支
障
を
き
た
し
て

”
ゴ
ミ
集
積
所
は

禾昭
あ
り
ま
せ
ん
。
臼

一
な
ら
は
…
…
と
い

H

…

｡、

ゴ
ミ
の
減
量
と
適
正
な
処
理
、
再
資

源
化
を
目
指
し
て
行
わ
れ
て
い
る
分
別

収
集
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
大
部
分
の
地
域
で
は
円
滑
に
収

集
、
運
搬
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
集
積
所
に
よ
っ
て
は
、
燃

え
な
い
ゴ
ミ
、
資
源
ゴ
ミ
な
ど
の
批
入

さ
れ
た
ゴ
ミ
が
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
、
ゴ
ミ
の
運
搬
と
そ
の
処
理
に

支
障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

ゴ
ミ
集
積
所
は
、
ゴ
ミ
拾
て
場
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
家
だ
け
き
れ
い

な
ら
は
…
．
：
と
い
う
考
え
を
捨
て
て
、

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
も
、
ゴ
ミ
集

積
所
も
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
ル
ー
ル

を
守
っ
て
ゴ
ミ
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ゴ
ミ
は
、
指
定
日
の
当
日
朝
八
時
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
日
曜
・
祝
祭
日
の
ゴ
ミ
収
集
は
休
み

で
す
。

各
地
区
と
も
に
月
二
回
を
原
則
に
二

ト
ン
ダ
ン
プ
車
一
台
で
収
集
運
搬
を
し

て
い
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
・

○
種
類
と
出
し
方

コ
ッ
プ
、
洗
い
お
け
（
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
）
、
洗
面
器
（
ビ
ニ
ー
ル

系
）
、
家
庭
用
洗
剤
容
器
（
ビ
ニ

ー
ル
系
）
、
ポ
ッ
ト
、
オ
モ
チ
ャ

テ
ー
プ
、
ホ
ー
ス
、
雨
合
羽
、
く

燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
蕊

一
》
一
一
一
一
口
一
一
一
一
》
》
一
一
一
一
一
一
一
》
一
一
》
》
一
一
一
一
一
必
一
一
一
一
一
》
一
》
一
田
一
一
一
一
一
一
一
》
》
一
一
一
一
一
一
口
一
一

鍼
鐵
種
類
と
出
し
方

楽
し
か
っ
た
よ

親
子
づ
れ
の
一
日

蒲

迫〆

＆

親
子
で
一
日
を
楽
し
く
遊
ぼ
う
。

５
月
９
日
の
母
の
日
に
、
市
営
野
球

場
で
、
〃
楽
し
く
遊
ぼ
う
み
ん
な
の

広
場
〃
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
楽
し
く
遊
ぼ
う
み

ん
な
の
広
場
実
行
委
員
会
が
開
い
た

も
の
で
、
球
場
の
会
場
に
は
、
あ
そ

び
、
つ
く
る
、
文
化
、
ま
ん
が
、
交

通
安
全
、
自
由
、
そ
し
て
、
み
る
き

く
と
７
つ
の
会
場
が
設
け
ら
れ
、
親

子
づ
れ
約
５
０
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。〃
文
化
の
広
場
″
に
は
、
子
ど
も

押
し
相
撲
が
初
参
加
。
ち
び
っ
子
た ｑ

楽
し
い
昼
食
の
ひ
と
と
き

レ
モ
グ
ラ
た
た
き

‐
ｊ
こ
ぐ
Ｆ

（
》

母
と
子
か
と
も
に
健
や
か
に
生
き
る

た
め
に
、
市
で
は
、
次
の
内
容
で
お
母

さ
ん
と
お
子
さ
ん
の
た
め
の
各
種
事
業

を
行
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

母
と
子
の
た
め
の
教
室

と
き
・
奇
数
月
の
第
四
月
曜
日

と
こ
ろ
・
市
民
セ
ン
タ
ー

または中央公民館対象者・産後二～三か月のお母さん雨一書年教室Ⅳ

と
き
・
九
月
哉
」
ろ

と
こ
ろ
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象
者
・
未
婚
の
男
女

富

子

Ｊ

ｕ

恥

Ⅱ

Ⅱ

Ｆ

い

一

対

象

毒

や

総

婚

鋤

蹴

撫

麹

奉

壷

誌

診

辞

索
蕊
霊
甕
塞
潅
裁
燕
蝋
灘
蕊
蕊
簿
蕊
蕊
妻
一
：

言一蒔準一一室一琴琴言三垂一一一詫一雪引一雫〉垂》垂部圭一討》《》坪一奉ャ岬一三●鞭《毒謎一二幸《》雲、

一ノ

妊婦教室とき。毎月第一金１第四金曜日ところ・高萩保健所対象者・はじめて妊娠された方

経
産
婦
の
方
で
も
希
望
者
は
可

／

、

保７か月児健康診査とき・毎月第四火曜日

と
こ
ろ
・
市
民
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
中
央
公
民
館

健
だ
よ
り

刊
訓
ソ

℃ j , L L響ﾆ ﾆ ﾆ 骨

ざ ﾆ ﾆ ず
可 ニ ニ ﾆ

屯 ､ 垂 ﾆ
1 1 r T弓 ｣ ｡ ゴ 七

『 ﾆ ﾆﾆﾆ ﾆﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾆﾆﾆ ﾆ ﾆﾆ

‘: : 鼻 ﾆ ﾆ子 2 (4)に 、



学級・講座へ

お気軽にどうぞ

つ
（
ゴ
ム
、
ビ
ニ
ー
ル
系
）
、
力

、
ハ
ン
、
ご
飯
茶
わ
ん
、
湯
の
み
茶

わ
ん
、
キ
ュ
ー
ス
、
花
び
ん
、
コ

ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
、
電
気
ス
タ
ン
ド
、

座
椅
子
、
目
覚
ま
し
時
計
、
火
鉢
、

植
木
鉢
、
貝
が
ら
、
焼
却
灰
、
螢

光
管
、
乾
電
池
、
化
粧
ピ
ン
、
ピ

ン
の
キ
ャ
ッ
プ
、
す
り
つ
ば
、
く

ず
か
ご
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
、
ビ

ニ
ー
ル
系
の
も
の
）
、
板
ガ
ラ
ス
、

灰
皿
、
か
さ
、
割
れ
ピ
ン
、
ド
リ

ン
ク
ビ
ン
な
ど
で
、
一
般
家
庭
よ

り
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
で
あ
り
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
箱
、
袋
な
ど
に
入
れ
て

ひ
も
が
け
し
て
②
と
大
き
く
書
い

て
危
険
の
な
い
よ
う
に
出
し
て
く

だ
さ
い
・
一
個
の
重
量
は
、
約
二
十
キ
ロ

ク
ラ
ム
前
後
と
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
を
川
す
前
に
い
ま
一
度
日
割
表

を
兇
て
川
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

中央公雄館では、 どなたで､も気軽に参jJ|｣で

きる学級・講座を|州きます。お気曄にご参加

ください。

回中央家庭教育学級･ ･…｡生きる力を考える。

○6月15日 （火） 9 ： 30～11 ： 30

燗’|生・適性をどうみるか

○6月22日 （火） 9 ： 30～11 ： 30

暴力をふるう r－ 、非行に走るr

○6 1129日 （火） 9 ： 30～11 ： 30

生きがいとNi.k雄の選JN

O7卜｝3日 （土） 14 ： 00～16 ：00

子供と生活と学校と

O7j I l7日 （土） 14 ： 00－16 2 00

遊び､を弩える

o7 1126H (金） 9 ： 30～11 二 30

税はF供にｲⅡJを期待するか

園市民大学講座･ ･ - - ．市民として、広い視里予

と豊かな教養を深める

○6 1112日 （土） 14 ； 00～16 ： 00

俳句への道

○6H19H (土） 14 言 00－－16 ： 00

水戸学はじめ（ 1 ）

○6 1 126日 （土) 14 : 00～16 ： 00

水戸学はじめ（2 ）

O7 j 1 3日 （土） 14 ： 00～16 ： 00

社会参加の-世界

○7H10B (土） 14 ： 00～16 ： 00

哲学の世界

○7川17 1 1 （土） 14 ： 00二16 ： 00

1，1，u1コの文化財

O7)120R (火） 14 ： 00～16 胃 0O

たのしい,L,理『学

囹市民文学講座･ ･ ･…茨城の文学者とその作

品・百人一首の世界を学ぶ

○6ノ111日 （金） 14 ： 00～16 ： 00

茨城の文学者とそめ作品

○6川21日 （月） 14 ： 00～16 ： 00

1 1 1村暮烏

○6川25日 （金) 14 : 00～16 ： 00

野口雨情

○7 ノ1 2B ($) 14: 00～16 ： 00

横瀬夜雨

○7川7日 （水） 14 ： 00～16 ： 00

IEI人一首の|世界（1 ）

○7川14日 （水） 14 ： 00～16 ： 00

百人一首の世界（2）

○7川21日 （水） 14 ： 00～16 ： 00

百人一首の11t界（3）

し
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
〃
全
員
集
合
″

ー

ち
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
相
撲
を
取
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
入
り
口
に
は
、
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
か
ら
友
の
会
会
員
も

初
参
加
。
〃
モ
グ
ラ
た
た
き
〃
の
モ

グ
ラ
に
な
り
、
ち
び
っ
子
な
ど
に
た

た
か
れ
Ⅲ
苦
八
苦
し
て
い
る
光
景
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
ゴ
ミ
も
少
な
く
好
評
だ

っ
た
〃
み
ん
な
の
広
場
″
で
し
た
。

篝蕊

職撤 報

僻

荊

Ⅲ

▲令魚をプレゼント

ｑ
｜
兀
仁
一
〉
い
っ
ぱ
い
相
撲
教
室

体育指導委員です
体育撮導委員は、正しいスポ ，ソ ．マナ

などの脂導のほか、地域のみなきんのスポ

､ソの青I戊にも指導、助言することになって､

ます．詳しくは市民体育館（狂(3)2552）へと

うぞ。

特技氏 名 所
J今一

|土

ム
ロ
ロ
付
木
内

裕

猛

h. 郎

帆夫

喜代司

落
山
中
鈴
大

高戸

高蔽

巣水川

下手ij

有明町

7-ニス

スキー

サイクリンク

閲'外椚勤

水 i水 、

’
２
歳
児
歯
科
健
康
診
査

一
と
き
，
毎
月
第
三
水
曜
日

一
と
こ
ろ
・
巾
氏
セ
ン
タ
ー

｜
ま
た
は
中
央
公
民
館

一
対
象
者
・
満
二
歳
に
な
っ
た
お
子
さ
ん

〆 ヘ

ノ

ー
歳
ｅ
か
月
児
健
康
診
査

と
き
・
毎
月
第
四
水
曜
日

と
こ
ろ
・
巾
虻
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
中
央
公
民
館
一

対
象
者
・
満
一
歳
六
か
月
に
な
つ
た
お
Ｉ

育
児
相
談

と
き
・
斑
週
土
曜
日

“
午
前
九
時
～
十
一
時
三
○
分

と
こ
ろ
・
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
者
・
健
康
や
育
児
に
心
配
の
あ
る
方

小田木貞夫

'1烏 川 勉

斉 11朧 実

細金 ，Ⅱ｜ 子

佐々 満

安良l l l

高祇

北茨城, |」

亦浜

安良川

野球

野外沽動

スキー

体操

柔道

桐

坂

O'1，

○須

○野

清
美
藤
慎
桂

夫
子
夫
一
子

高浜町

大和町

下手iliil

日立｢H宮田町
自ケ
、フ 仁I

原
脚
吻
川
田
木

バレーボール

体操

f1 jn

バスケット

レ ク

※Oは、断しい指導員です。 、、 ノ
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刃

Ｌ
三
二
三
三
二
三
三
二
二
二
菫
三
胃
］
二
二
三
二

三
二
三
三
三
三
二

二
一
二

三
三
三

三

三
三
二
三
写
三
三
一
二
一
二
一

二
三
三
三
［

三一

を
踏
む
の
で
、
健
康
に
は
最
適

》

で
す
ね
。
市
内
に
は
、
り
っ
ぱ

ｉ
蕊
鍵
鍵
鍵
蕊
篭
一
釦
十
四
秤
の
小
さ
鐸
一

溌蕊

川
な
学
校
で
す
。

川
君
田
小
学
校
で
は
、
春
の
わ
ら
び
淵

雲

川
り
、
秋
の
君
小
ま
つ
り
な
ど
、
楽
し
い

‐
行
事
を
た
く
さ
ん
し
て
い
ま
す
。
特
に

Ⅲ
君
小
ま
つ
り
で
は
、
お
父
さ
ん
や
お
母

雲
霧
ｉ
異
鐸
豊
煮
．
三
鍵

Ⅲ
さ
ん
そ
れ
に
地
域
の
人
達
を
呼
ん
で
感

出

三

三

三

三

三

三

一

三

一
三

三

三

一
一

三

三

三

一
三

一
三

三

三

三
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三

一
三

一
三

三

三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

一

三

三

三
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三
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三

三

一

二

一

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一

三

一

一

三

一

一

一

一

一
一
三
三
三
一
三
一
三
三
三

三

三

三
一

三

三

三

霧F:
「
州
撲
は
、
素
足
で
直
接
土

学
校
紹
介

相撲の育成指導
にあたっている

成田守さん

（島名）
一一一一空室垂

六
年
鈴
木

年
鈴
木

博

ば
く
た
ち
の
学

校
は
、
ま
わ
り
が

緑
の
山
々
に
囲
ま

れ
、
全
校
児
童
が

六
十
四
名
の
小
さ

#’

だ
よ
ク
聴
脚

君
田
小
学
校

…

蕊
ま
す
。ま
た
、
ゆ
と
り
の
時
間
を
使
っ
て
、

探
烏
会
や
柚
物
の
観
察
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
学
校
の
良
さ
の
一
つ

で
す
。
地
域
を
知
る
た
め
に
全
校
児
童

で
力
を
入
れ
て
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

五
年
鈴
木
三
穂
君
の
作
品

鳶
’

1

ー

謝
会
を
し
た
り
、

も
ち
を
つ
い
て

お
い
し
く
た
べ

た
り
し
て
、
時

間
か
す
ぎ
る
の

を
忘
れ
、
楽
し

い
一
日
を
送
り熟侭…鋳鍔灘鐸蕊脅溌

六
年
鈴
木
ヨ
シ
エ
さ
ん
の
作
品

高小で｢相談教室｣開く

’情緒障害（行動がイく安定なと． ）のお j'さん

のために、さる4H1日から高萩小学校で｢相

談教室」を開いています。

専任111当は、長久保I |]先生で、現ｲ|弓は|司校

の「ことばの教室」をfll用して行っています。

毎週| | ､11川を定め個人猯導をしていますので、

お気帷にこ､相談してくだきい。 *|｣談する場合

には、 ′通話で連絡をして直接学校/、行ってく

ださい。

教室の専用'竜話は、③4240です。 I II IIⅡⅡI hⅡⅡlI FIⅡⅡI｛Ⅱ1 1Ⅱ1 1 ⅡⅡ1ⅡⅡ4ⅡⅡⅡⅡⅡIⅡⅡI別LⅡ1 181 1ⅡⅡ1 11 1ⅡⅡI LIⅡⅡI【IⅡⅡⅡⅡⅡI

Ｌ
一
三

一
一
三
三
三
二

三

三

二

三
三
三
二
二

三

二
三
三

三

一
二

三

三

三

三

三

二

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

二

Ⅲ

「
高
萩
と
い
う
ま
ち
は
、
ま
だ
立
ま
｛

Ⅱ
ま
だ
封
建
的
な
と
こ
ろ
か
あ
る
と
な
贈

‐
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
封
建
的
と
こ
の
‐

Ⅱ
も
う
と
何
か
悪
い
意
味
に
と
ら
れ
で
も
ｕ

Ⅱ
、

川
が
ち
で
す
が
、
良
い

川
と
こ
ろ
も
、
た
く
さ

ち

川
ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん

ま

川
な
良
い
と
こ
ろ
を
こ

る
む

川
れ
か
ら
ず
っ
と
守
っ

川
て
い
き
た
い
で
す
ね
〆
｜

あ
望

川
と
語
る
。
畠
川
純
一

の
を

川
さ
ん
（
坊
峨
）
Ｉ
秋
山

二
丸

駅
前
通
り
に
花
の

川
店
を
構
え
、
そ
の
経
営

活

Ⅱ

川
に
青
春
を
ぶ
つ
つ
け

立
ま
で

山ⅡⅡ1 11 1 ⅡⅡI I FIⅡⅡIEI』Ⅱ」 1 1ⅡⅡ1 1Ⅲl」 I

（
）

て
い
る
若
者
で
あ
る

三
一

一
三

三

三

三

三

三

三

三

三

一
三
一

三

三

三

三

三

一

三

三

一
三

三

三

三

一
三

三

三

三

三

三

一
三
三
一

一
一
三

三

三
三
一

三

三

三

一

一

一
三

三

三

三

肝

▲

.山菜狩り慨を楽しむ児童たち

少
し
ず
つ
で
は

あ
る
が
人
口
が

増
え
て
い
る
の

で
、
水
戸
、
日

「
高
萩
は

鐸
議
蟻
鱗
議
識

に
も
話
す
。
「
今
は
Ｉ

資
本
を
投
下
し
て
経
川

営
拡
大
を
す
る
時
代
川

で
は
な
い
と
思
う
。
じ
っ
く
り
将
来
‐

の
動
向
を
見
き
わ
め
な
く
て
は
Ｊ
Ⅲ

久
し
ぶ
り
に
、
若
者
ら
し
い
若
‐

者
に
出
合
っ
た
と
い
う
感
じ
が
し
‐

た
。

に
は
及
ば
』、

な
い
に
し
て
も
、
。
ａ

こ
の
小
さ
な
ま
ち
一

で
も
特
徴
の
あ
る

苫
こ
Ｉ
↓

し
た
い
。

し
た
い
。

子供会行事、各種研修会、その他の会合な

どに映画をしてみませんか。参考になる映画

のフィルム580本用意してありますのでお気

'lifに御利用ください。

御希望の方は、中央公民館内ライブラリー

事務所（冠3-1125）へお申し込みくだき

あ
り
ま
し
た
か
ら
ご
Ｉ

ま
た
、
次
の
よ
う
Ⅲ

大
型
店
か
川

進
川
し
た
こ
と
は
、
Ⅲ

非
常
に
良
か
っ
た
と
Ⅱ

思
い
ま
す
．
専
門
店
Ⅲ

化
な
ど

ふ
と
こ
ろ
に
影
響
が
‐

い
ろ
い
ろ

(6)

ヘ



…繍灘繍繍
詞衝簔

三

午後7時～9時 三
三

バレーボール・バドミン 三三
三

|､ン、その他 三
三

10名以上のスポーツクラ 三
三

ブ 三
三

三

利用予定の前月20日まで三
三

に市民体育館（狂3－三
三

2552）へ申し込みくださ ＝
三

い。 三

寒 アジア‐ぬ
認『

な
土
俵
が
で
き
ま
し
た
か
ら
、

今
年
の
７
月
妬
日
に
は
、
こ
の

土
俵
を
利
用
し
て
少
年
団
の
県

大
会
が
あ
る
ん
で
す
よ
Ｊ
と
、

語
る
成
田
守
（
犯
歳
）
さ
ん
。

成
田
さ
ん
は
、
相
撲
歴
認
年

で
、
国
体
に
８
回
、
県
の
監
督

で
２
回
出
場
し
て
い
る
。

現
在
は
、
市
の
州
撰
辿
服
の

理
事
長
で
、
弱
年
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
相
撲
部
を
結
成
し
、
指
導

に
あ
た
っ
て
い
る
。

「
私
は
、
体
が
小
さ
い
ほ
う

な
ん
で
す
が
、
あ
い
手
の
体
に

も
ぐ
り
早
い
杣
撲
が
得
意
。
小

さ
く
と
も
技
が
あ
れ
ば
勝
て
る

ん
で
す
よ
。
今
春
相
撲
協
会
に

入
門
し
た
田
口
征
行
君
（
竜
子

山
）
も
以
前
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
い
た
ん
で
す
ど
と
、
県
大
会

め
ざ
し
け
い
こ
に
励
ん
で
い
る
。

○開放時間

o運動種目

ﾌ利用団体

)利用申込

５
Ⅱ
１
日
か
ら
３
Ｈ
ま
で
、
大
心
苑

会
場
を
中
心
と
す
る
「
国
際
セ
ミ
ナ
ー
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
国
内
留

学
生
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ヅ
、
ト

ン
ガ
、
米
国
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
皿
か

国
妬
人
。
２
日
は
、
全
員
が
民
泊
。
有

意
義
な
３
日
間
の
交
流
で
し
た
。

留
学
生
、
市
民
と
交
流

蕊瀧議蕊蕊
〈ゲヴァントハウス弦楽四重奏団〉

6月13日 （日）午後1時

,入場料=A席3,000円、 B席2,500

円、 自由席2,000円

（高校生以下1,000円引）

〈松竹大歌舞伎特別公演〉

7月22日 （木）午後2時

･演目＝修禅寺物語・お目見得口上

藤 娘・義経千本桜

･入場料=S席4,000円、 A席3,500

円、B席2,500円、C席1,500

円、立見席1,000円

･主な出演者

ー

家
庭
で
も
簡
単
に
で
き
る
親
子
体
操

を
身
に
つ
け
よ
う
Ｉ
。

市
民
体
育
館
で
開
催
し
た
親
子
体
操

教
室
。
こ
の
教
室
に
は
、
妬
組
の
計
測
人

の
親
子
が
参
加
。
体
育
館
で
ラ
ン
ニ
ン

グ
や
ト
リ
ム
体
操
、
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

体
操
な
ど
で
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
は
親
子
で

中
央
公
民
館
の
学
級
・
講
座
な
ど
の

合
同
開
講
式
が
、
５
月
”
日
文
化
会
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
合
同
開
講
式
は
、
今
年
が
３
回

目
。
受
講
申
し
込
み
は
、
５
３
９
人
で

高
齢
者
学
級
の
二
年
生
を
加
え
る
と
６

０
６
人
が
受
講
生
と
な
り
ま
し
た
。

）

今
年
の
受
講
生
伽
人

尾上梅幸 尾上菊五郎

市ﾉ| |左団次 板東彦三郎

市
内
赤
浜
に
生
ま
れ
、
郷
土
の
地
理

学
者
で
あ
り
、
日
本
地
図
の
細
染
な
ど

に
一
生
を
さ
さ
げ
た
、
長
久
保
亦
水
の

展
が
５
月
Ⅳ
日
か
ら
沁
日
ま
で
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

自
筆
の
記
録
や
、
日
本
地
図
な
ど
が

展
示
さ
れ
好
評
で
し
た
。

プレイガイド＝田所書店、仲屋書店、

よしのや( 11 1尻駅前）

フタバレコード （多賀

駅前) 、ピアノマー|､ (磯

原駅前）丸忠スポーツ

（大津駅前） 日立市民

会館、高紘市文化会館

※お問い合わせは、高萩市文化会館

B02932(3)7411までどうぞ。

好
評
で
し
た

長
久
保
赤
水
展

(7）

〆



松
く
い
虫
が
異
常
発
生
し
て
お
り
、

今
年
も
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

空
中
散
布
を
行
い
ま
す
。

こ
の
防
除
は
、
人
家
、
畜
舎
、
桑
畑
、

牧
草
、
し
い
た
け
、
水
源
な
ど
を
除
外

し
、
林
木
に
薬
剤
を
散
布
す
る
も
の
で

す
が
、
薬
剤
は
、
人
畜
、
鳥
類
に
対
し

て
は
影
響
は
少
な
く
、
土
中
に
入
る
と

分
解
が
早
く
、
安
全
性
の
高
い
松
く
い

虫
専
用
薬
剤
で
、
一
《
ｌ
い
当
り
七
Ｍ
僻
か

ら
八
脚
の
微
量
散
布
で
す
。

実 施 者面積

179ha

44

場期 日 ﾛj「

：
■÷＋科秋山、高萩地区

描平、秋山地区

上手綱、赤浜地区

亦浜地区

．，トー

｢ロ6月22日(火） １
一

口

高萩営林署6月23日㈹

空
中
散
布
に
協
力
を

市萩6月23日㈹ 141
１

司

凹

痘
辰

高萩営林署6月26日({ :） 6．8

6月27日(| |） 6．8
『F
FF

＊時間はいずれも午前4時30分から9時までです‐

散
布
区
域
に
隣
接
す
る
住
宅
の
場
合

大
変
で
も
散
布
中
は
、
雨
戸
を
閉
め
、

池
に
は
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
お
お
い
を
し

て
く
だ
さ
い
。

散
布
の
日
ど
り
は
、
次
の
表
の
と
お

り
で
す
が
、
実
施
前
に
は
、
市
広
報
車

に
よ
り
連
絡
い
た
し
ま
す
。

ー

天
平
ｗ
琴

な
お
、
雨
天
、
風
速
三
燭
以
上
の

場
合
は
、
散
布
期
日
が
順
延
と
な
り
ま

半
ｑ
＃
０

認

|I
』

議
麟
訓
糾
蕊
ら
う
．
高
い
山
、
低
い

州
山
、
高
原
、
平
野
、
暇
道
（
な
わ
て
み

州
ち
Ⅱ
あ
ぜ
道
）
、
ま
た
は
波
う
ち
際
の

岬
砂
浜
に
至
る
ま
で
、
ど
こ
に
で
も
松
の

州
樹
の
存
在
は
見
出
さ
れ
る
。
（
中
略
）

州
松
は
か
う
し
た
際
立
っ
た
性
格
の
た
め
、

帆
人
間
に
敬
愛
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
ま

州
た
松
脂
（
し
よ
う
し
Ⅱ
ま
つ
や
に
）
く

伽
さ
い
そ
の
葉
の
呼
吸
で
、
あ
た
り
の
大

州
気
に
新
鮮
さ
を
放
散
し
人
間
の
気
分
に

州
一
味
の
健
か
さ
を
与
え
て
ゐ
る
。

帆
私
は
こ
れ
ま
で
自
分
の
心
に
憂
う
つ

柵
の
雲
か
か
ゞ
る
と
、
い
つ
も
き
ま
っ
た

耐
よ
う
に
松
木
立
の
な
か
に
入
っ
て
行
く

洲
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
松
脂
の
香
気
に

州
充
ち
た
空
気
を
一
杯
に
吸
ひ
込
む
と
、

帆
憂
う
つ
は
影
も
な
く
消
え
て
ゆ
き
、
心

は
い
つ
の
ま
に
か
、
気
力
と
新
鮮
さ
と

州
を
取
り
返
し
て
ゐ
る
・
…
・
凸
Ⅱ
（
原
文

帆
の
ま
ま
）

ｗ
彼
に
心
の
や
す
ら
ぎ
を
与
え
た
松
立

哩

三

二

言

口

三

ロ

マ

ニ

“

言

言

冨

一

三

二

二

．

二

』

二

三

マ

ニ

ゴ

二

三

二

．

三

二

二

“

酉

回

言

二

三

望

二

電

一

三

盲

言

二

二

二

三

画

悪

ロ

二

に

雨

二

『

二

二

ロ

ニ

ロ

二

三

．

一

二

今

こ

二

⑬

（
》

．

画

二

『

ロ

二

・

当

二

二

“

垣

匹

．

馬

二

』

】

ｚ

厘

三

画

．

三

二

“

二

二

“

三

ロ

『

』

，

ｚ

画

、

二

全

】

，

‐

ロ

ニ

マ

『

二

缶

画

訂

．

マ

ニ

昌

二

，

旦

回

Ｆ

昌

“

ご

巴

』

・

二

“

里

一

．

．

梱

８

松
の
か
お
り

詩
人
、
随
筆
家
と
し
木
は
、
今
、
ど
う
て
あ
ろ
う
か
。

て
有
名
な
薄
田
江
塑
（
す
松
く
い
虫
に
よ
る
惨
状
は
、
見
る
に
恥

す
き
だ
ゆ
う
き
ん
）
の
た
え
な
い
ゞ

著
「
艸
木
虫
魚
」
（
そ
国
、
県
、
市
町
村
は
、
莫
大
な
予
算
梱

う
も
く
ち
ゅ
う
ぎ
よ
）
を
投
じ
、
薬
剤
散
布
、
伐
倒
な
ど
、
縣
鴬

の
中
に
次
の
一
節
か
あ
命
の
努
力
を
は
ら
っ
て
、
防
止
に
躍
起
油

る
。
に
な
っ
て
い
る
”
し
か
し
、
そ
の
効
果
》

「
私
た
ち
の
母
国
ほ
も
今
一
つ
で
あ
る
：

ど
、
松
の
樹
に
め
ぐ
ま
行
政
の
力
に
よ
っ
て
の
み
、
松
は
必
恥

れ
て
い
る
土
地
は
少
か
死
に
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
》

ら
う
。
高
い
山
、
低
い
若
し
か
り
に
、
杉
桧
く
い
虫
と
い
う
恥

平
野
、
暇
道
（
な
わ
て
み
新
種
で
も
現
わ
れ
た
ら
、
ど
う
す
る
の
耐

直
）
、
ま
た
は
波
う
ち
際
の
で
あ
ろ
う
か
。

る
ま
で
、
ど
こ
に
で
も
松
の
ま
た
、
行
政
の
力
を
慢
然
と
、
手
左
晶

は
見
出
さ
れ
る
。
（
中
略
）
こ
ま
ね
い
て
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
価

し
た
際
立
っ
た
性
格
の
た
め
、
か
、

愛
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
ま
（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）
吋

し
よ
う
し
Ⅱ
ま
つ
や
に
）
く

葉
の
呼
吸
で
、
あ
た
り
の
大

さ
を
放
散
し
人
間
の
戴
分
に

か
さ
を
与
え
て
ゐ
る
。

れ
ま
で
自
分
の
心
に
憂
う
つ

・
る
と
、
い
つ
も
き
ま
っ
た

木
立
の
な
か
に
入
っ
て
行
く

て
い
る
か
、
松
脂
の
香
気
に

気
を
一
杯
に
吸
ひ
込
む
と
、

影
も
な
く
消
え
て
ゆ
き
、
心

ま
に
か
、
気
力
と
新
鮮
さ
と

し
て
ゐ
る
・
…
・
』
Ⅱ
（
原
文

の
や
す
ら
ぎ
を
与
え
た
松
立



年
（
’
五
○
四
）
「
妙
果
大
高
殿
下
「
若
狭
前
」
の
隣
接
地
で
あ
る
。
お
そ
高
萩
の
若
狭
前

に
も
一
妙
玖
童
子
大
た
か
」
「
妙
果
係
二
郎
四
・
廿
九
」
と
あ
る
「
は
ら
」

大
た
か
孫
太
郎
」
、
長
禄
四
年
二
は
「
原
で
、
秋
山
の
小
字
で
あ
る
。

嘉
吉
元
年
二
四
四
二
の
記
事
に
か
ち
正
」
と
あ
る
「
か
ち
」
は
殿

「
妙
蓮
四
・
廿
五
大
高
五
郎
四
郎
冶
で
、
安
良
川
の
小
字
の
「
鍛
冶
屋
沼
」

娘
」
と
あ
る
「
大
高
」
は
、
下
手
綱
の
と
の
結
び
つ
き
が
考
え
ら
れ
る
。
文

小
字
で
あ
る
。
康
正
二
年
二
四
五
六
）
明
五
年
二
四
七
三
）
「
妙
空
は
ら

四
六
○
）
に
「
妙
頂
二
・
四
大
た
長
享
元
年
二
四
八
七
）
の
記
事
に

か
」
、
文
正
元
年
二
四
六
六
）
「
妙
「
日
真
わ
か
さ
正
．
｜
」
と
あ
る

行
三
・
晦
日
大
た
か
」
、
永
正
元
「
わ
か
さ
」
は
若
狭
で
、
高
萩
の
小
字

三
＝

届
出
を
受
け
た
知
事
は
、
取
り
引
き

土
地
の
取
引
の
前
に
届
出
を
耐
楕
と
利
用
目
的
に
つ
い
て
藤
議
瞳
Ｌ

不
適
正
と
認
め
る
と
き
は
、
取
り
引
き

交
換
、
予
約
完
結
権
、
買
戻
惟
な
の
中
止
、
ま
た
は
変
更
を
勧
告
す
る
こ

ど
の
譲
渡
、
地
上
椎
、
賃
借
椎
の
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
場
合
に

届
出
の
必
要
な
土
地

設
定
讓
渡
は
、
届
出
日
か
ら
六
週
間
以
内
に
勧
告

一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い
て
売
こ
の
よ
う
な
取
り
引
き
の
予
約
で
あ
を
し
な
い
旨
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

買
な
ど
の
取
り
引
き
を
す
る
場
合
に
は
、
る
場
合
も
事
前
の
届
出
が
必
要
で
す
。
こ
の
通
知
を
受
け
取
れ
ば
契
約
が
で

事
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
出
か
ら
契
約
ま
で

一
定
面
積
以
上
と
は

届
出
を
し
な
い
と

④
都
市
計
画
区
域
契
約
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
取

五
、
○
○
○
平
方
Ｍ
以
上
り
引
き
の
当
事
者
（
売
買
の
場
合
で
あ
届
出
を
し
な
い
で
土
地
取
り
引
き
を

、
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
れ
ば
売
主
と
買
い
主
）
は
、
取
り
引
き
し
た
り
、
偽
り
の
届
出
を
し
ま
す
と
法

一
○
、
○
○
○
平
方
ば
以
上
の
予
定
価
格
や
、
利
用
目
的
を
書
い
た
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
税
法
上

売
買
な
ど
の
取
り
引
き
と
は
知
事
あ
て
の
届
出
書
を
契
約
を
結
ぶ
六
の
特
典
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が

売
買
、
共
有
持
分
の
譲
渡
、
営
業
週
間
前
ま
で
に
市
役
所
に
届
け
て
く
だ
あ
り
ま
す
。

譲
渡
、
譲
渡
担
保
、
代
物
弁
済
、
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
、
建
設
部
都
市
計
画

一
一
三
一
一
一
三
一
一
一
一
三
一
三
三
一
三
一
一
一
一
一
三
三
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
三
三
三
三
一
一
一
一
一
一
三
一
一
二
三
三
一
一
三
一
三
三
一
一
一
一
三
三
三
一
一
一
一
三
一
三
三
一
一
一
一
三
三
一
三
三
一
一
一
一
一
三
三
一
一
一
三
三
一
三
一

史
帳
ゞ
唖
蝿
吋
彊
騨
誇
燕
熟
鶏
蜀
瀦
賊

、

去

、み
、
く
過
』
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ろ
う
．

瞳
＆
墜
二
零
二
閲
迩
↑
磁
誕
置

誇
杁
語
「
妙
仙
駒
さ
ら
め
」
と
あ
る
「
駒
」

今
『
Ｕ
一
画
．
ｑ
、
４
－
へ

１
１
穴
、
妙
く

ＩＤ
令
叩
浜
は
、
高
萩
の
小
字
「
駒
木
原
」
と
関
係

吟
に
０
⑲
赤
か
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
．

長
禄
四
年
（
一
川
六
○
）
に
「
妙
仙

ー

課
（
容
臼
二
二
一
内
線
二
六
六

二
六
七
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

私
達
か
年
を
と
っ
て
か
ら
国
民
年
金

を
も
ら
う
と
き
に
、
必
要
な
費
用
は
、

保
険
料
と
積
立
金
の
利
子
、
お
よ
び
国

か
ら
の
負
担
金
を
あ
わ
せ
て
支
給
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
加

入
者
は
保
険
料
を
納
め
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。保
険
料
は
あ
な
た
の
収
入
に
よ
っ
て

変
る
も
の
て
は
な
く
、
毎
月
一
定
の
額

を
三
か
月
一
分
に
ま
と
め
て
、
年
に
四
回

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
に
保
険
料
の
額
で
す
が
、
こ
れ
は

二
通
り
に
な
っ
て
い
て
、
走
額
の
人
と
、

将
来
高
い
年
金
を
受
け
た
い
人
は
、
付

加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

定
額
の
人
は
月
五
千
二
百
二
十
円
で
す

が
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
人
は
月
四

百
円
が
加
算
に
な
り
、
五
千
六
百
二
十

｢&善
意
あ
り
が
と
う

らしをく る
金 罰

ー

国民

剋
年金シリーズーその③

円
で
、
納
め
る
期
限
は
、
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

四
、
五
、
六
月
分
は
、
六
月
末
日
ま

で
。
七
、
八
、
九
月
分
は
、
九
月
末
日

ま
で
、
十
、
十
一
、
十
二
月
分
は
、
十

二
月
二
十
五
日
ま
で
、
一
、
二
、
三
月

分
は
、
二
月
末
日
ま
で
。

保
険
料
は
、
一
年
分
を
ま
と
め
て
納

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
と
き
は

年
五
・
五
％
の
荊
で
保
険
料
が
減
額
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
に
あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
支
払
う
、
振
替
口
座
も
あ
り
ま
す

か
ら
ぜ
ひ
御
利
川
さ
れ
る
よ
う
お
す
す

め
し
ま
す
。
ま
た
加
入
し
て
も
保
険
料

を
納
め
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
と
い

い
ま
す
と
、
万
一
不
幸
に
し
て
交
通
半

敗
な
ど
に
あ
い
障
害
者
と
な
っ
た
り
、

死
亡
し
た
と
き
な
ど
に
、
障
害
年
金
や
、

母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
．
保
険
料
を
納
期
限
が
す

ぎ
て
二
年
た
つ
と
納
め
た
く
て
も
納
め

ら
れ
な
い
と
い
う
法
律
の
き
ま
り
か
あ

り
ま
す
か
ら
、
納
期
限
を
よ
く
守
っ
て

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
経
済

的
理
山
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
の
た
め
に
免
除
制
度
も
あ
り

ま
す
。

○
太
平
産
業
（
株
）
大
平
義
雄
さ
ん

Ⅱ
本
町

創
業
鋤
周
年
を
記
念
し
て

一
、
○
○
○
、
○
○
○
円

○
沼
田
よ
し
さ
ん
Ⅱ
若
栗

社
会
椹
祉
へ

三
○
、
○
○
○
円

(9)
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○
提
出
の
期
限
七
月
十
日
ま
で

鐸

ゞ

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
児
童
手
当
給
付
に
関
し
「
行
革
関
山

所
得
状
況
と
、
六
月
一
日
現
在
の
養
育
特
例
法
」
に
よ
る
特
例
措
置
と
し
て
、

の
状
況
な
ど
を
毎
年
確
認
す
る
た
め
の
昭
和
五
十
七
年
六
月
か
ら
昭
和
六
十
年

届
け
で
す
。
五
月
ま
で
の
三
年
間
、
児
童
手
当
に
係

今
年
も
六
月
中
旬
に
現
況
届
用
紙
を
る
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
が
支
給

送
り
ま
す
の
で
、
記
載
事
項
を
確
認
し
さ
れ
な
い
被
用
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
、
こ

て
、
忘
れ
ず
に
期
間
内
に
提
出
し
て
く
に
対
し
、
一
定
の
所
得
未
満
の
も
の
に

だ
さ
い
。
も
し
、
こ
の
届
け
を
出
し
ま
せ
「
特
例
給
付
余
」
が
給
付
き
れ
る
こ
と

ん
と
引
き
続
い
て
受
給
資
格
が
あ
っ
て
に
な
り
ま
し
た
。

も
、
六
月
分
以
後
の
児
童
手
当
の
支
払
特
例
法
（
被
用
者
）
の
所
得
制
限
額

い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

す
か
ら
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
標
準
世
幣
六
人
（
五
人
扶
菱
）
の
場

一
三
一
一
一
一
一
三
三
一
一
一
一
三
三
一
一
一
三
三
一
一
一
一
三
三
一
三
一
一
一
一
一
三
三
一
一
一
一
三
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一
一
三
一
一
一
一
三
三
三
三
三
三
一
一
一
一
一
三
三
三
一
一
一
三
一
三
一
一
一
三
三
三

三

三
一
一
一
一

三
一
一

一
三

一一一一

三
一

一
三
一
一
一
一
三
一

花薑蒲

むせ返るような、若葉の香りがだだようて、初

r， 夏の色が､日一日と濃くなって来る。
＝ 花三蒲が咲き出した。白や紫やしぼりなど、変

化にとんだ花は、スケッチの好材料である。間も

なく梅雨|こ入るガ、雨|こ濡れて咲く花菖蒲は、－

入風'冑がある。 絵と文伊藤龍馬

｢ IⅡ ⅡⅡ1 1 [ lⅡ 1 1ⅡⅡ [Ⅱ' 1ⅡⅡ1 1 1Ⅱl l l l ll lⅡl l l l l l l l I l l l l l l I l l l l l I l l l l l l I I l l l l l l l l l I l l l I l l l l Ⅱl l l I l l l l l l l l l I ll l l l l l l l l l l l l lⅡ Ⅱ' 1 1 1

哺
湾
蕊
姦
通
識
罰
訓
両

す
。Ｌ
鱈
飛
騨
鰹
蕊

請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
昭
和
五
十
七
年
四
月
二
十
日
か
ら
身

○
手
続
き
先
保
険
年
金
課
体
障
害
者
旅
客
連
賃
剖
Ⅷ
規
則
お
よ
び

○
持
参
す
る
も
の
同
取
扱
基
準
規
程
の
一
部
が
改
正
に
な

①
事
業
主
に
よ
る
年
金
加
入
証
明
り
、
身
体
障
害
者
は
割
引
乗
車
券
類

書
を
蛾
入
す
る
場
合
、
身
体
障
害
者
手
帳

②
印
か
ん
を
発
売
窓
口
に
提
示
し
、
行
き
先
、
乗

詳
し
い
こ
と
は
、
保
険
年
金
課
医
療
車
券
類
の
種
類
な
ど
を
口
頭
、
ま
た
は

福
祉
係
（
狂
③
２
１
１
１
内
線
２
２
５
）
メ
モ
の
提
示
に
よ
り
申
し
込
む
こ
と
に

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
よ
っ
て
、
割
引
乗
車
券
類
を
購
入
す
る

蝿
溌
鑑
識
織
弾
分
課
鞭
蝦
製
漁
蕊

蕊
寧
鐘
騨
撫
誹
鴻
騨
捧
騨
鍔
韓
蟻
零
辮
演
韓
覇
溝
神
職
燕
蕊
翠
璃
騨
蕪
辨
鰯
鰄
誰
鋸
燕
聯
織
尋
蝿
需
篭
鯉
割
蒋
趨
諦
鵠
綴
騨
聯
調
蕊
撰
鞭
群
戦
瀧
誤
灘
鯉
坤
職
釧
侭
撰
誌
錨
満
鋤
蕊
驚
鱒
睡
嚥
響
騨
櫛
嚥
蔦
灘
鋼
擢
驚
課
鴬
．
繍
騨
播
轤
雄
騨
篭
蝉
癖
辨
聡
瀞
診
．

空諾詔訣l鑿．
熟 －6月の納税

県民税（1期）騨
轆
“
・
恥
舘
球
驚
傷
心
熱
や
韻
聯
糾
呼
騨
。
艶

高萩保健所で、第2回母と子のよい歯

のコンクールを次により行いますので、

たくさんご応募ください。

○対象者昭和56年4月1 11から昭和

57年3月31日までの間に3

歳ﾘ凸,嚥｢科健康診在を受診し

た･子-とその母糾。

○応募基準母と子がむし歯がないこと。

ただ．し母親はむし歯か､あっ

ても、初期のもので完全に

淌旅がなきれているかたは

差しつかえあ'）ません。

○応募先高萩IIJ肥前町1 20、高萩

保健所、保触婦室、盆(2)

2629

○応募期限 6川25日まで

○審査場所と日と＄り

61 ｣29日(k)午後1 : 00から

3 ：00まで､場所･は商栽保健所

到乢年金（1期）

1 期 |膿 6月30日|

卸
鐙
蠅
鼎
砕

。

＃

～人口と世帯～

ijil月比

人口 32, 952(+115)

男 16， 156（十65）

女 16， 796（＋50）

世帯 9, 713(+70)

（57年5月1日現在）

……tか和』… , ．『群沈 轌壗，捧癖 詫畢亭弓…蕃軍曝払『劇；瀞……

出坤吋

出
‐
離
偶
助
乳
Ⅱ

（
』

師
厳
罰
弱

f一
7月の日曜当番医 こ

と
か
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
の
身
体
障
害
者
旅
客
運
賃

割
引
証
（
単
独
用
、
介
護
付
用
）
は
、

廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

一
Ｆ
お
気
軽
に
相
談
を
二

１
｜

人
椎
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す

か
。
六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

法
務
大
臣
か
ら
委
脳
さ
れ
た
次
の
人

権
擁
謎
委
員
が
お
り
ま
す
。

大
和
田
知
之
（
有
明
町
二
の
二
○
）

鈴
木
広
次
（
上
君
田
五
三
七
）

宇
佐
美
忠
（
安
良
川
六
六
川
）

長
久
保
忍
（
赤
浜
八
五
三
）

以
上
四
人
の
委
員
で
す
。

杣
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軒
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

全生堂医院 本 町②23 ()6

春日町③3100

＋平川029332
3266

束本町②2697

春日町③3100

＋平川029332
3266

束本町②2697

4 日

院
院
院
院

医
医
医
医

川
王
土
花

滝
十
白
立

日

日

日

１

８
５

１

１
２ 束本町②3512

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです。
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